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▪日本ユピカ株式会社

azbil mind
▪ Harmonas

azbil のある街
▪「いごっそう」と「はちきん」
　  郷土意識の強さを誇る街【高知】
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特集

11 月号

山武グループPR誌

11



Nov.2007　� 

News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

欧州・北米・中国・韓国の規格に対応した2線式電磁流量計シリーズ「MagneW 
Two-wire PLUS＋（マグニュー ツーワイヤー プラス）」を販売開始しました。当社の2線
式電磁流量計は、4線式電磁流量計の消費電力に対して100分の1で駆動可能という
省エネルギー性に加え、設置の容易さや配線コストが安価である点が特徴です。 → A

欧州・北米・中国・韓国などの規格に対応した
2線式電磁流量計シリーズが完成

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。

112007
November

山武グループPR誌 azbil（アズビル）

口は会話を楽しみ、愛を語り、しあわせ、喜び、怒り、 悲しみを表す。

口は愛情の入り口であり、食べ物をとり、生き、そうして人間は栄えていく。

だからこそ、口はどんな犠牲を払おうとも、

十分な注意と管理を受けるだけの価値を持っている。

（Dr. ハロルドワースの詩より）

It all starts from the mouth

からはじまる特集 く ち

海外向け水市場専用の中・大口径電磁流量計検出器をWaterMAGシリーズとして追加、
販売開始しました。海外販売展開強化の一環として、特に価格面での競争力を強化しま
した。 → A

海外向け水市場専用の
ローコスト 中・大口径電磁流量計検出器を開発、販売開始

当社ビルディングオートメーション（BA）システムsavic-netTMFX（セービックネットエフエッ
クス）用「システムコアサーバ」がBA分野における世界標準の通信プロトコルBACnetTM

の適合性においてBTLの認証を取得しました。 → B

「BAシステムサーバ」がBACnetTMのBTL認証を取得

山武およびグループ会社のユニフォーム（作業着）を、コーポレートカラーである赤を基調と
した新しいデザインに統一し、10月1日より一斉に着用を開始しました。 → C

グループのユニフォーム（作業着）を統一

9月27日に北京・人民大会堂で開催された、中国最大規模の省エネ・環境フォーラム「第
2回日中省エネルギー・環境総合フォーラム」にて、当社社員が「BEMSを活用した省エ
ネルギー」について講演を行いました。また、同日に行われた「第2回アジアESCOカンファ
レンス」では、「業務用ビルのESCO事業」を紹介しました。 → B

中国最大規模の省エネ・環境フォーラムで講演

問い合わせ先

A
株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
IPマーケティング部
TEL 0466-52-7027
FAX 0466-20-2365

B
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

C
株式会社 山武
広報グループ

TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274



再
生
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
た
く
さ
ん
の
人
が

Q
O
L
※

の
高
い
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、歯
そ
の
も
の
の
再
生
に
関

し
て
の
臨
床
応
用
は
早
く
て
も
10
年
先
だ
と
い

う
。
私
た
ち
の
歯
は
、エ
ナ
メ
ル
質
、象
牙
質
、セ

メ
ン
ト
質
の
硬
い
組
織
や
こ
れ
ら
に
守
ら
れ
た
神

経
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
歯
髄
（
し
ず
い
）な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

複
雑
な
組
織
を
再
生
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、歯
科
の
再
生
医
療
は
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
そ
れ
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属

病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
「
再
生
外
来
」だ
。
取
り

扱
う
疾
患
は
歯
周
病
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
。
歯

周
病
が
進
行
す
る
と
歯
を
支
え
る
骨
が
溶
け
て
し

ま
う
。
再
生
外
来
で
は
骨
が
失
わ
れ
た
部
分
に
流

動
骨
を
注
射
し
、骨
や
歯
の
周
り
の
組
織
を
再
生

し
て
い
る
の
だ
。
流
動
骨
と
は
、患
者
の
幹
細
胞

と
血
小
板
を
混
ぜ
た
液
体
の
こ
と
。
幹
細
胞
は
骨

を
つ
く
る
細
胞
の
も
と
で
あ
り
、血
小
板
は
細
胞

を
増
殖
さ
せ
る
栄
養
素
の
役
目
を
果
た
す
。
流
動

骨
を
注
射
す
る
と
い
う
簡
単
な
医
療
行
為
の
た

め
、患
者
は
入
院
す
る
必
要
が
な
く
、体
へ
の
負
担

も
少
な
い
。こ
う
し
た
治
療
は
名
古
屋
大
学
の
他
、

東
京
の
医
科
学
研
究
所
附
属
病
院
、神
戸
の
先
端

医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

再
生
医
療
は
少
し
ず
つ
、だ
が
着
実
に
誰
も
が

実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　人間の歯は本来28本から32本。80歳で20本の自分の歯を持つ8020運動などが推進され
るのは、自分の歯が残っている人ほど生活面、精神面ともに自立しているからです。とこ
ろが実際は、80歳の日本人が持つ自分の歯の平均は約10本。かむ機能や飲み込む機能の
低下は要介護の原因ともなり、介護予防のためにも口腔ケアは欠かせません。そこで、介
護サービスを提供している山武ケアネットでは、自治体からの委託により、一般高齢者や
特定高齢者※向けに口腔ケア指導を行っています。食事は大きな楽しみの一つ。いつま
でも健康で明るい生活を営むために、口腔清掃や低栄養予防などについての理解を深め、
セルフケアの習慣化を促すことで、口腔機能の維持を図っています。

介護予防に欠かせない口腔ケアを指導azb i l  Top i cs

※ 特定高齢者：介護が必要な状態ではないが、生活機能が低下しており、将来的に介護状態になるおそれのあ
る65歳以上の人

　

歯
と
脳
は
非
常
に
鋭
敏
な
神
経
で
つ
な
が
っ
て

い
る
。
も
し
歯
が
な
く
な
り
刺
激
が
脳
に
い
か
な

く
な
る
と
、結
果
と
し
て
脳
の
老
化
が
進
行
す
る
。

65
歳
以
上
の
人
で
、28
本
の
歯
が
全
部
そ
ろ
っ
て

い
る
人
に
対
し
て
、1
本
も
歯
の
な
い
人
は
、認
知

症
に
な
る
危
険
率
が
3
倍
、寝
た
き
り
に
な
る
危

険
率
で
は
10
倍
に
達
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
歯
と
脳
の
関
係
は
と
て
も
深
く

「
歯
を
失
う
」こ
と
は
「
脳
の
一
部
を
失
う
」と
同

じ
こ
と
な
の
だ
。
し
か
も
人
の
永
久
歯
は
、虫
歯

や
歯
周
病
が
原
因
で
脱
落
し
た
場
合
二
度
と
生
え

て
く
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、も
し
歯
が

再生医療が期待される理由

!人工臓器の問題
●あくまでも補助的な役割
●長時間使用の耐久性
●体への適合性　など

!臓器移植の問題
●ドナー不足
●拒絶反応
●免疫抑制剤の継続

♥
再生医療
●臓器提供のドナーは
　必要なし
●自己細胞なら
　拒絶反応がない
● 臓器自身の機能が回復する

のでQOLの高い生活を送る
ことができる

再生医療なら…

再生外来の治療の流れ

骨髄液採取
患者の腰か顎（あご）の骨に注射針を
刺し骨髄液を約2ミリリットル採取。こ
の骨髄から幹細胞を取り出し、約1カ月
かけて培養。大人の骨髄の場合、1
ミリリットルに500 〜 1000個の幹細
胞があり、これを約10万倍まで増やす

ゲル化し流動骨をつくる
培養した細胞に本人の血小
板を加え、さらに定着しやすい
ように酵素を加えゲル化する
と流動骨になる

流動骨注入
溶けてしまった歯の根
本へ流動骨を注射

再生
約6カ月で歯の土台が再生

�　Nov.2007

未来の虫歯治癒
〜 21世紀は再生医療の時代〜

人の体の細胞は再生する力があり、
この力を上手に利用して治療に役立てようとするのが再生医療だ。

歯科の場合は、体全体を相手にする医科に比べ、
再生しなければならない組織の量が少量で、

大きな効果が得られると期待されている。

It all starts from the mouth
からはじまる特集 く ち

1949年生。1994年名古屋大学医学
部教授（口腔外科学講座）。1999年
同大学大学院医学系研究科頭頸部・
感覚器外科学講座教授。2003年東
京大学医科学研究所教授（併任）幹
細胞組織医工学。2004年6月日本学
術会議会長賞（ヒト細胞・組織による
培養表皮・培養軟骨の開発）受賞。
主要な研究テーマ：組織工学、骨、歯
周組織の再生医療
最近関心を持っていること：再生医療に
よるアンチエイジング

名古屋大学大学院医学系研究科
（頭頸部・感覚器外科学講座）
上田 実 教授

※

Q
O
L
（Q

uality O
f Life

）：
生
活
の
質
。
人
間
が
ど
れ
だ

け
望
み
通
り
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
計
る
た

め
の
尺
度
と
し
て
の
概
念
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舌
の
表
面
に
は
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
つ
ぶ
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
を
乳
頭
と
い
い
、そ
の
中
に

味み

ら

い蕾
と
い
う
器
官
が
あ
り
、成
人
は
約
5
0
0
0

〜
9
0
0
0
個
の
味
蕾
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

味
蕾
は
数
個
の
味
細
胞
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

味
を
示
す
物
質
が
味
細
胞
表
面
に
く
っ
つ
く
な
ど

す
る
と
、味
神
経
を
通
し
て
脳
が
刺
激
さ
れ
味
覚

を
感
じ
る
。
こ
の
味
覚
は
甘
味
、塩
味
、酸
味
、苦

味
、う
ま
味
の
５
種
類
。
な
お
、辛
味
は
舌
の
味
細

胞
で
感
じ
る
味
覚
で
は
な
く
痛
覚
を
刺
激
す
る
熱

い
と
い
う
感
覚
だ
。
ま
た
、渋
味
と
い
う
味
も
あ

る
が
、こ
ち
ら
は
痛
覚
で
も
あ
り
、苦
味
の
一
種
と

も
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、味
細
胞
は
５
つ
の

味
を
す
べ
て
受
容
す
る
。
つ
ま
り
舌
の
ど
の
場
所

か
ら
で
も
５
つ
の
味
覚
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
、以
前
は
、舌
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
感
じ

る
場
所
が
あ
る
と
図
解
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

が
（
例
え
ば
、甘
味
は
舌
の
先
端
で
強
く
感
じ
る

と
か
）、こ
れ
は
う
そ
。

　

視
覚
、聴
覚
、触
覚
が
物
理
感
覚
と
い
わ
れ
る
の

に
対
し
、味
覚
や
嗅
覚
は
化
学
感
覚
と
い
わ
れ
る
。

物
理
感
覚
は
物
理
量
が
計
測
で
き
れ
ば
セ
ン
サ
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
が
、味
覚
や
嗅
覚
の
化
学

感
覚
は
、無
限
と
も
い
え
る
種
類
の
化
学
物
質
を

逐
一
検
出
す
る
難
し
さ
や
、例
え
化
学
物
質
を
検

出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
味
や
匂
い
は
再
現
で
き
そ

う
に
な
い
。
味
は
個
々
の
化
学
物
質
を
計
っ
て
も

わ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

九
州
大
学
で
開
発
さ
れ
た
味
覚
セ
ン
サ
は
画
期
的

な
も
の
で
あ
り
、文
部
科
学
大
臣
表
彰
・
科
学
技

術
賞
（
開
発
部
門
）を
受
賞
し
て
い
る
。

　

す
で
に
市
販
さ
れ
て
い
る
味
覚
セ
ン
サ
は
、医
薬

品
や
食
品
メ
ー
カ
に
導
入
さ
れ
、飲
み
や
す
い
薬
や

他
社
と
差
別
化
し
た
新
商
品
の
開
発
に
使
わ
れ
て

い
る
。
体
調
や
好
き
嫌
い
な
ど
人
間
の
味
覚
に
は

限
界
が
あ
り
、客
観
的
な
判
断
を
す
る
た
め
に
も
味

覚
セ
ン
サ
に
よ
る
デ
ー
タ
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

現
在
、こ
の
味
覚
セ
ン
サ
の
小
型
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
持
ち
運
び
や
す
く
す
る
こ
と
で
農
産

物
の
収
穫
時
に
味
覚
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
出
荷

し
た
り
、い
ず
れ
は
情
報
家
電
機
器
と
し
て
一
般

家
庭
へ
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。そ
う
な
る
と
、

お
ふ
く
ろ
の
味
を
誰
も
が
再
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　高まり続ける「食の安全」への関心に応えるのが食品市場向け製造情報管理シス
テム ｢スーパー管理食TM」です。食品分野といっても製品により製造工程やユーザ
ニーズは千差万別。｢スーパー管理食｣は多くの食品納入実績をもとに、基幹となる

「トレース職人」、さらに「原料職人」「生産職人」「点検職人」など豊富なソフトウ
エアパッケージをご用意、運用に必要な機能を選択できます。また、最初はトレー
サビリティ対応や計量・投入などの作業ミス防止対応を部分的に実施し、その後工
場全体までレベルアップするなど、段階的なシステム化にも対応できます。食品の
安全・衛生管理マネジメントHACCP 対応を含めた高品質・高信頼・高効率な生
産の実現に欠かせない ｢スーパー管理食｣が商品の安全と安心を確立します。 

食の安全と安心を支える
トレーサビリティシステム ｢スーパー管理食｣

azb i l  Top i cs

５つの味を生む化学物質とその役割

味 主な物質 効用

甘味 ショ糖、ブドウ糖、人工甘味料 エネルギー源

塩味
ナトリウムイオンに代表される

金属系イオン
体液バランスに必要な

ミネラルの供給

酸味
酢酸、塩酸、クエン酸など、

酸が解離して生じた水素イオン
新陳代謝の促進、腐敗の

シグナル

苦味
カフェイン、キニーネなど

アルカロイド系物質
毒性の警告

うま味
グルタミン酸ナトリウム、
イノシン酸ナトリウム、
グアニル酸ナトリウム

生物に不可欠な
アミノ酸などの供給

味覚センサによって測定した水の味マップ。
微妙な味の差もこのようにグラフ化できる

（提供：味香り戦略研究所）

福岡県出身。九州大学大学院博士課程修了。
現在、九州大学大学院システム情報科学研究院
教授。世界に先がけて味覚センサを開発すると
同時に、生物のもつ自己組織化能をデバイスに取
り込むべくインテリジェントマテリアルの研究を行っ
ている。日本テレビ『世界一受けたい授業』に出
演するなど、新聞・雑誌、テレビ・ラジオでも大活躍。

九州大学 大学院
システム情報科学研究院
システム生命科学府

都
と こ う

甲 潔
きよし

 教授
（工学博士）

味覚センサでの計測の流れ

味覚センサには８本のセンサが
存在し、それぞれのセンサの表
面には味細胞の代わりとなる人
工生体膜が貼り付けてある

８本のセンサをロボット
アームで動かし、洗浄液、
安定液で処理したセンサ
を食品に浸す

食品に浸されたセンサの電圧（膜電
圧）を計測し、コンピュータにより変換
式をかけると味が測定できる

It all starts from the mouth
からはじまる特集 く ち

ロットトレース画面

■ポータブルテイストセンサ
現在開発段階の小型の味覚センサ。極小化したセンサの数
は５本で、それぞれが甘味、酸味などの５つの味覚に対応する

進化する味覚センサ
味は人が感じるもの。

それだけにセンサや計測器で
表現することはできないと言われていた。

しかし、長年の研究の結果、味覚センサはすでに市販され、
研究所や企業で活用されている。

いずれは、主観的な味覚を客観的な物差しで
誰もが計測できるようになるかもしれない。
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こ
の
数
十
年
、食
事
に
お
い
て
日
本
ほ
ど
急
激

な
変
化
を
し
た
国
は
な
い
と
い
う
。
特
に
昭
和
50

年
代
か
ら
現
代
ま
で
の
食
事
に
つ
い
て
は
、豊ほ

う
し
ょ
く食

か
ら
飽ほ

う
し
ょ
く食
、そ
し
て
崩ほ

う
し
ょ
く食
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

　

戦
後
の
日
本
は
た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
の
少
な

い
食
事
だ
っ
た
が
、徐
々
に
豊
か
に
な
り
、昭
和

40
年
代
後
半
に
は
た
い
へ
ん
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
と
な
る
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
日
本
型
の

食
事
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
。
今
、欧
米
な
ど
で
関

心
の
高
い
和
食
は
、こ
う
し
た
日
本
型
食
生
活
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
50
年
代
に
な
る
と
飽
食
の
時
代
と
い
わ

れ
は
じ
め
る
。
食
物
に
不
自
由
し
な
い
時
代
と
同

時
に
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、食
事
は
、

よ
り
お
い
し
さ
、よ
り
簡
便
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
結
果
が
食
事
の
欧
米
化
だ
。
昭

和
40
年
の
一
人
当
た
り
の
米
摂
取
量
を
1
0
0

と
す
る
と
現
在
は
50
。
米
だ
け
で
な
く
豆
類
、根

菜
類
、野
菜
、海
藻
類
な
ど
、日
本
型
食
事
を
構
成

す
る
食
材
は
す
べ
て
摂
取
量
が
減
っ
て
い
る
。
唯

一
増
加
し
て
い
る
の
は
肉
類
だ
け
だ
。
そ
し
て
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
食
べ
た
い
も
の
が
手
に
入

る
時
代
は
、食
べ
物
や
食
べ
方
を
大
切
に
し
な
く

な
っ
た
崩
食
の
時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

偏
っ
た
食
生
活
は
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
原
因
と
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
肥
満

は
こ
の
30
年
間
で
お
よ
そ
２
倍
に
も
な
っ
た
。

　

私
た
ち
の
食
を
偏
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
の
一

つ
が
“
や
み
つ
き
に
な
っ
て
し
ま
う
お
い
し
さ
”

だ
と
い
う
。
そ
れ
が
「
脂
肪
」「
砂
糖
」「
だ
し
の

う
ま
み
」の
3
つ
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
食

品
が
外
食
産
業
の
味
わ
い
の
中
心
で
あ
り
、こ
の

3
つ
の
お
い
し
さ
は
一
度
好
き
に
な
っ
た
ら
や

め
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、そ
う

し
た
味
だ
け
に
偏
る
の
で
は
な
く
、と
れ
た
て
の

野
菜
や
果
物
の
お
い
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
習
慣
や
嗜
好
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、ど
ん
な
動
物
実
験
で
も
、飽
食
の

グ
ル
ー
プ
よ
り
、節
食
の
グ
ル
ー
プ
の
ほ
う
が

1
・
5
倍
く
ら
い
長
生
き
だ
と
い
う
。
ま
た
、こ

ん
な
デ
ー
タ
も
あ
る
。
2
0
0
0
年
前
の
弥
生
人

と
比
べ
る
と
現
代
人
の
か
む
回
数
は
6
分
の
1
、

数
十
年
前
と
比
べ
て
も
半
分
以
下
と
か
。
食
事

に
よ
り
栄
養
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
、そ
の

際
、よ
く
か
む
こ
と
で
消
化
・
吸
収
を
高
め
、脳
を

刺
激
す
る
。
か
む
こ
と
は
生
命
力
の
強
さ
に
つ
な

が
る
の
だ
。
本
気
で
食
事
を
見
直
す
時
の
よ
う

だ
。

奈良県出身。お茶の水女子大学食物学科
を卒業。商品科学研究所主任研究員、セゾ
ン総合研究所主任研究員を経て独立。食育
コーディネータとして、教育および食生活関連
の業界誌等への執筆、講演活動を行う。現
在、フェリス女学院大学非常勤講師、実践総
合農学会理事。子どもの食と育を考える交流
サイト「ほねぶとネット」を主宰。

食育コーディネータ
大村 直己さん

■「ほねぶとネット」
http://homepage2.nifty.com/shokuiku

子どもの食育を多面的に考え、さまざまなジャ
ンルの専門家や関係者からの「いまの子ど
もたちの食や育に関するひとこと」を紹介して
いる。

PFCバランス
栄養バランスの指標の一つ。PFCとは三大栄
養素であるたんぱく質（Ｐ＝Protein）、脂質（Ｆ
＝Fat）、炭水化物（Ｃ＝Carbohydrate）のこ
と。食事のPFCバランスを理想的な割合に保
つことが、健康な食生活の条件。一日の摂取カ
ロリーベースでP：12-15％、F：20-25％、C：
60-68％となるのが理想的なバランス。

日本の食生活は欧米化しているこ
とから、PFCバランスのうちＦ（脂
質）の割合が大きくなっている。

昭和40年度
P:12.2

C:71.6

F:16.2

昭和62年度

平成17年度

P:12.9

C:60.4 F:26.7

P:13.1

C:58.0 F:28.9

■収穫体験で食に関する関心を高める
都内で500年続く農家「石坂ファームハウス」で開催されたブルーベリー摘み。農場でとれる
農作物を使って四季を楽しむ会が年間を通して行われる。素材本来のおいしさを味わえる機
会がないことが偏食の多さにもつながるという。

お米（穀類）をベースに魚介や野菜を活用するのが特徴。主食として穀類を摂る食べ方（ご飯中心）がお
肉などのとり過ぎを防ぎ、脂肪が少なく繊維の多いヘルシーな食事につながる。これに対し欧米型はおかず
中心。ご飯とおかず、つまり主食＋副食を日本の食の文法という。

日本型の食事とは

日本食の基本

主 食

ご飯やパン

副 食
（主菜＋副菜）

肉や魚、野菜や
海藻など

汁 物

豆や野菜、海藻など

It all starts from the mouth
からはじまる特集 く ち

食の変遷
何を食べるか？

それは国や地域によって異なり、食文化ともいわれる。
この食文化は時代とともに変化してきた。もちろん日本でも。

豊かな生活とは食文化の豊かさでもある。
しかし、メタボリック症候群のように、

豊かな食生活によるマイナス面も指摘されている。
私たち日本人の食生活について考えてみたい。



納入事例紹介

ClientVol.1 岡山ガス株式会社

総
供
給
量
の
６
割
が
産
業
用
ガ
ス
に

　

岡
山
ガ
ス
株
式
会
社
は
、岡
山
市
を
中
心

と
し
た
約
12
万
２
千
件
の
お
客
さ
ま
に
ガ

ス
を
供
給
す
る
、岡
山
県
内
最
大
の
ガ
ス
会

社
で
す
。
１
９
１
０
年
の
設
立
か
ら
お
よ

そ
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
、地
域
へ
の
ガ
ス

の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、ガ
ス
会
社
で
は
、ガ
ス
の
安
定
供

給
と
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、天
然
ガ
ス
へ

の
原
料
転
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
岡
山
ガ
ス
で
も
同
様
に
、天
然
ガ
ス

へ
の
転
換
を
進
め
、２
０
０
６
年
２
月
に

天
然
ガ
ス
化
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
企
業
で
も
工
場
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
天
然
ガ
ス
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
た
め
、岡
山
ガ
ス
で
は
か
つ
て
は
ゼ

ロ
に
等
し
か
っ
た
産
業
用
ガ
ス
の
供
給
量

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

総
供
給
量
の
お
よ
そ
６
割
を
占
め
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ス
メ
ー
タ
の
性
能
が

お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る

　

天
然
ガ
ス
へ
の
原
料
転
換
に
伴
い
、大

口
需
要
家
か
ら
は
流
量
だ
け
で
な
く
温
度

や
圧
力
の
基
準
も
取
り
入
れ
た
精
度
の
高

い
取
引
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、岡
山
ガ
ス
で
は
新
し
い
ガ

ス
メ
ー
タ
の
導
入
を
検
討
し
ま
し
た
。
求

め
ら
れ
る
性
能
を
各
社
製
品
で
比
較
し
た

結
果
、選
ば
れ
た
の
が
山
武
の
中
圧
ガ
ス

メ
ー
タ
C
M
P
で
し
た
。

　

C
M
P
は
流
量
の
計
測
範
囲
が
広
く
、

温
度
圧
力
補
正
が
不
要
な
質
量
流
量
の
計

測
が
可
能
な
た
め
、よ
り
信
頼
性
の
高
い

デ
ー
タ
を
お
客
さ
ま
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、小
型
の
設
計
も
特
徴

で
す
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
で
軽
く
、縦
に
も
横
に
も
設

置
で
き
る
施
工
性
の
よ
さ
が
魅
力
で
し
た
。

電
池
式
の
た
め
１
０
０
V
電
源
を
改
め
て

敷
設
す
る
こ
と
も
な
く
、お
客
さ
ま
の
負
担

も
少
な
く
て
済
み
ま
す
」（
小
橋
氏
）

　

岡
山
ガ
ス
の
抱
え
る
大
口
需
要
家
の
中

で
も
、キ
リ
ン
ビ
ー
ル
岡
山
工
場
は
特
に

環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、早
く
か
ら

天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
を
検
討
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
、重
油
か
ら
の
燃
料
転
換

に
伴
い
、岡
山
ガ
ス
で
は
C
M
P
を
含
め

た
天
然
ガ
ス
計
量
設
備
を
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

に
設
置
し
ま
し
た
。

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
岡
山
工
場
さ
ま
で
は
、製

造
工
程
に
お
い
て
一
度
に
大
量
の
ガ
ス
を

使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、時
間
に
よ
っ
て

使
用
量
が
著
し
く
変
動
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
ル
ー
ツ
メ
ー
タ
で
天
然
ガ
ス
化
を
進

め
た
場
合
、積
算
値
で
し
か
流
量
を
計
測

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
C
M
P
の
導
入

に
よ
っ
て
瞬
間
の
使
用
量
を
正
確
に
把
握

で
き
、ガ
ス
が
ど
う
い
う
場
合
に
ど
う
い

う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
か
が
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
瞬
時
流
量
デ
ー

タ
は
お
客
さ
ま
に
も
お
渡
し
し
、エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
効
率
改
善
に
使
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」（
辻
氏
）

　

ま
た
、金
門
製
作
所
製
の
ロ
ー
ド
サ
ー

ベ
イ
伝
送
端
末
機
器
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
C
M
P
の
積
算
デ
ー
タ
を
岡
山
ガ
ス

へ
転
送
す
る
こ
と
が
で
き
、デ
ー
タ
収
集

の
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
昼
間
と
夜
間
な
ど
、時
間
帯
ご
と
に
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
こ
と
も
で
き
、ガ
ス
の

使
用
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
C
M
P
や
デ
マ
ン
ド
計
K
F
H-

３
０
０
、ロ
ー
ド
サ
ー
ベ
イ
伝
送
端
末
機

器
の
高
い
性
能
が
、お
客
さ
ま
と
の
取
引

関
係
を
よ
り
信
頼
性
の
高
い
も
の
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
」（
藤
原
氏
）

ひ
と
つ
の
窓
口
で

対
応
し
て
く
れ
る
安
心
感

　

多
く
の
ガ
ス
事
業
者
は
、ガ
ス
メ
ー
タ

の
保
守
や
点
検
な
ど
で
金
門
製
作
所
と
接

点
が
あ
る
た
め
、金
門
製
作
所
の
営
業
担

当
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ

し
てazbil

と
い
う
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ボ
ル

の
も
と
、山
武
と
金
門
製
作
所
が
協
働
す

る
こ
と
に
な
り
、お
客
さ
ま
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
今
ま
で
の
顔
な
じ
み
で
あ
る
金
門
製
作

所
の
担
当
者
か
ら
、山
武
の
製
品
を
導
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
圧
力
を
調

整
す
る
ガ
ス
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
流
量
計
、デ

マ
ン
ド
計
に
至
る
ま
で
、一
連
の
商
品
を

シ
ン
グ
ル
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
で
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
、不
具
合
が
生
じ
た
場
合
に

も
安
心
で
す
。
ま
た
、計
測
制
御
機
器
の

提
案
も
金
門
製
作
所
か
ら
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
辻
氏
）

　

そ
ん
なazbil

に
、さ
ら
な
る
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
競
争
が
激
し
く
な
り
、

環
境
問
題
へ
の
関
心
も
日
に
日
に
高
ま
る

今
の
時
代
は
、ガ
ス
会
社
が
先
導
し
て
お

客
さ
ま
に
省
エ
ネ
を
提
案
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。azbil

グ
ル
ー
プ
の

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
監
視
・
制
御
の

提
案
に
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
水
田
課
長
）

精度の高いガスメータが支える
信頼のガス取引
天然ガスの産業用需要の拡大に応え、中圧ガスメータCMPを導入。
コンパクトな設計と多彩な機能が、岡山ガスの業務拡大を支えています。

Vol.1 岡山ガス株式会社

本社所在地
事業内容

：
：

岡山市桜橋二丁目１番１号
ガスの製造・供給および販売、ガス器具の
販売、ガスに関する工事の請負

岡山ガス株式会社

岡山ガスでは、「環境性」「経済性」「快適
性」「安全性」の4つの柱を指針とし、ガス
から広がるより豊かな暮らしをご提案し
ていきます。

エネルギー開発部
産業エネルギーグループ
副課長
辻 政宏氏

岡山ガス株式会社
エネルギー開発部
統括産業エネルギーグループ　
課長
水田 隆雄氏

中圧ガスメータ CMP 

Product Review

中圧ガスメータ CMPの特徴
は、小型・軽量であるこ
と。これまでのルーツメー
タでは施工にクレーン
等が必要な重量でした
が、CMPはおよそ4分
の1の重量で、小型なた
め施工が非常に容易です。計測範囲が
広く、積算流量と瞬時流量の計測ができること
も特徴です。

営業設備部
営業設備グループ
副課長
小橋 茂氏

エネルギー開発部
産業エネルギーグループ
主任
藤原 勝博氏

キリンビール岡山工場では合計 4 台の CMPが併置され、
配管ごとに計測を行っている。CMP は縦と横のどちら向
きでも設置でき、施工性が高いのも特徴

今回のアプリケーションには含まれないが、ガス緊急遮断弁に
も山武製のスイッチが使われている

金門製作所のデマンド計KFH-300とロードサー
ベイ伝送端末機器により、CMP で計測したデー
タを、データ通信網を利用して配信できる

金門製デマンド計
KFH-300

金門製ロードサーベイ
伝送端末機器

岡山ガス
センターパソコン

ガスフィルタ

山武製
中圧ガスメータCMP

→キリンビール
　工場内へ

岡山ガスより→

制御盤

キリンビール岡山工場ガス供給図
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Client
Vol.2 日本ユピカ株式会社 美祢工場

環
境
対
応
型
の

粉
体
塗
装
樹
脂
が
好
調

　

日
本
ユ
ピ
カ
株
式
会
社
は
、
1
9
7
7

年
10
月
、三
菱
ガ
ス
化
学
株
式
会
社
と
東

洋
紡
績
株
式
会
社
の
不
飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
樹
脂
の
事
業
部
門
を
統
合
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
不
飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹

脂
と
は
、加
熱
す
る
と
硬
化
し
、再
び
加
熱

し
て
も
軟
化
し
な
い
熱
硬
化
性
樹
脂
に
属

し
、バ
ス
タ
ブ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
身
の
回
り
か
ら
、パ
イ
プ
、自
動
車
部

品
な
ど
工
業
用
に
広
く
用
い
ら
れ
る
製
品

で
す
。

　

神
奈
川
県
平
塚
市
に
湘
南
工
場
を
持

つ
日
本
ユ
ピ
カ
は
、西
の
拠
点
と
し
て

1
9
9
0
年
に
山
口
県
美
祢
市
に
美
祢
工

場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、不

飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂
の
他
、塗
料
や

接
着
剤
の
原
料
と
な
る
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ

ス
テ
ル
、顔
料
と
混
ぜ
て
塗
料
を
つ
く
る

塗
料
用
樹
脂
な
ど
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、溶
剤
を
使
用
し
な
い
環
境
対
応

型
の
粉
体
塗
装
樹
脂
は
好
調
に
売
上
を
伸

ば
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
7
年
末
に
は
、市
場
拡
大
を
睨

ん
で
中
国
へ
の
工
場
進
出
が
決
ま
っ
て
お

り
、さ
ら
に
欧
米
へ
の
技
術
輸
出
も
行
わ

れ
、さ
ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

湘
南
工
場
で
評
価
を
受
け

美
祢
に
も
D
C
S
を
導
入

　

日
本
ユ
ピ
カ
で
は
近
年
、全
社
を
挙
げ

て
の
合
理
化
・
自
動
化
に
よ
る
省
力
化
に

取
り
組
み
、２
０
０
３
年
秋
か
ら
本
格
的

に
工
場
に
お
け
る
生
産
設
備
運
転
の
自
動

化
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
ず
湘
南
工
場
の

反
応
釜
を
D
C
S
※

化
し
、同
時
に
バ
ル
ブ

を
自
動
化
す
る
こ
と
で
省
人
化
を
実
現
し

ま
し
た
。

「
塗
料
用
樹
脂
の
生
産
ラ
イ
ン
で
製
品
の

品
質
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、厳
し
い

温
度
管
理
が
必
要
で
し
た
。
パ
ネ
ル
計
装

で
は
温
度
調
節
や
制
御
が
難
し
か
っ
た
こ

と
や
、合
理
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

D
C
S
の
導
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
湘

南
工
場
に
対
す
る
提
案
に
加
え
、美
祢
工

場
の
更
新
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
結

果
、山
武
のH

arm
onas™

（
ハ
ー
モ
ナ
ス
）

を
選
び
ま
し
た
」（
元
山
氏
）

　

２
０
０
４
年
６
月
にH

arm
onas

が

稼
動
し
、２
０
０
５
年
に
従
来
シ
ス
テ
ム

に
代
え
て
美
祢
工
場
の
D
C
S
化
が
決

定
。
湘
南
工
場
に
お
け
るH

arm
onas

の

実
績
と
山
武
の
サ
ポ
ー
ト
力
が
評
価
を
受

け
、H

arm
onas

の
上
位
機
種
に
あ
た
る

Industrial-D
EO

™

（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
オ
）が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
以
前
の
シ
ス
テ
ム
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
製
作

が
複
雑
で
あ
り
、メ
ー
カ
に
依
頼
し
な
け

れ
ば
修
正
で
き
な
か
っ
た
た
め
、大
幅
な

タ
イ
ム
ロ
ス
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
」（
西
村
氏
）

「
生
産
設
備
の
変
更
や
拡
張
に
柔
軟
に
対

応
し
、運
転
管
理
や
ロ
ッ
ト
管
理
を
行
う

た
め
に
は
、わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
画
面
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
し
や
す

さ
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点

でIndustrial-D
EO

は
大
変
魅
力
的
で
し

た
。
さ
ら
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
技
術

面
で
は
、山
武
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
当
社
の
技
術
者
を
熱
心
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、す
ぐ
に
操
作

に
習
熟
で
き
、不
安
は
な
く
な
り
ま
し
た
」

（
大
倉
氏
）

　
多
品
種
生
産
に
適
し
た

詳
細
な
バ
ッ
チ
管
理
が
可
能
に

　

美
祢
工
場
で
は
、多
品
種
生
産
を
効
率

的
に
行
う
た
め
、バ
ッ
チ
管
理
パ
ッ
ケ
ー

ジB
atchS

uite™

（
バ
ッ
チ
ス
イ
ー
ト
）

を
導
入
し
ま
し
た
。
単
位
工
程
に
分
け
た

製
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、バ
ッ
チ
運
転
・

管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
手
で
銘
柄
を
組
み
上
げ
て

い
け
るB

atchS
uite

は
、多
品
種
生
産
で

レ
シ
ピ
が
多
い
美
祢
工
場
で
は
必
須
の

ツ
ー
ル
で
し
た
。
ヒ
ス
ト
リ
サ
ー
バ
に
蓄

積
さ
れ
た
製
造
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
再
現
性
が
増
し
、安
定
し
た
品
質
で
の

製
品
製
造
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」（
井

上
氏
）

「
今
で
は
、プ
ラ
ン
ト
の
改
造
は
、製
造
課

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
使

い
や
す
い
運
転
画
面
や
新
し
い
レ
シ
ピ
を

作
っ
て
い
ま
す
」（
元
山
氏
）

　

ま
た
、自
動
で
運
転
デ
ー
タ
を
取
得
し

任
意
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
出
力
で
き
る
、

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
製
造
情
報
管
理
シ
ス
テ

ムP
R

E
X

IO
N

™

（
プ
レ
キ
シ
オ
ン
）を
利

用
し
、デ
ー
タ
解
析
や
報
告
書
、バ
ッ
チ
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「P
R

E
X

IO
N

で
収
集
し
た
製
造
デ
ー
タ

を
解
析
す
る
こ
と
で
、従
来
の
シ
ス
テ
ム

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
が
判
明
し
た

り
、過
去
の
製
造
デ
ー
タ
か
ら
プ
ロ
セ
ス

を
追
い
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
数
値
デ
ー
タ
だ
け
で

な
く
、デ
ジ
タ
ル
値
も
ト
レ
ン
ド
デ
ー
タ

と
し
て
表
示
し
確
認
で
き
る
た
め
、操
作

内
容
が
視
覚
的
に
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
今

後
は
ど
の
工
場
で
も
、ど
の
釜
で
も
、同
じ

も
の
が
生
産
で
き
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
チ

（
模
範
に
す
べ
き
運
転
パ
タ
ー
ン
）を
特
定

す
る
た
め
に
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
嶋

村
氏
）

改
善
デ
ー
タ
を
生
か
し

新
工
場
に
も
展
開

　

工
場
の
特
徴
や
生
産
品
に
合
わ
せ
た
自

動
化
を
着
々
と
実
現
し
て
い
る
日
本
ユ
ピ

カ
で
は
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
た

次
な
る
展
開
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
湘
南
工
場
と
美
祢
工
場
で
D
C
S
を
導

入
し
て
以
来
、蓄
積
し
て
き
た
デ
ー
タ
は
、

現
在
も
改
善
の
た
め
の
大
き
な
手
が
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
に
新
設
す
る
工

場
に
も
、Industrial-D

E
O

を
導
入
、こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た
設
計
を
行
っ

て
い
ま
す
。
製
造
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
、

改
善
を
続
け
て
、ど
の
工
場
で
も
均
一
な

品
質
の
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
」（
守
屋
氏
）

「
品
質
向
上
に
取
り
組
み
つ
つ
生
産
効
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、さ
ら
な
る
自
動
化

の
推
進
が
必
要
で
す
。
現
在
、人
が
手
動

で
操
作
し
て
い
る
仕
込
み
な
ど
の
工
程

も
、将
来
的
に
は
自
動
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
機
械
と
人
の
役
割
を
明
確
に

し
、自
動
化
と
人
が
管
理
す
る
部
分
の
バ

ラ
ン
ス
を
追
求
し
な
が
ら
、高
品
質
・
高

効
率
の
生
産
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
大
倉
氏
）

納入事例紹介

日本ユピカは、新素材への限りない探求と創
造力で、科学の未来を冒険する会社です。

工場所在地
事 業 内 容

会 社 設 立

：
：

：

山口県美祢市大嶺町東分字池尻3058-21
不飽和ポリエステル樹脂、エポキシアク
リレート樹脂、各種メタクリル酸エステ
ル、各種塗料用樹脂の製造・販売等
1977年10月

生産管理部
美祢工場　工場長
大倉 和久氏

生産管理部
美祢工場　製造課長
守屋 敏彦氏

日本ユピカ株式会社
生産技術部　部長
元山 市平氏

生産管理部
美祢工場
製造課リーダー　副主査
西村 和也氏

日本ユピカ株式会社 美祢工場

高信頼オープン・オートメーションシステム
Industrial-DEO

Product Review

Industrial-DEO™ は、オープン／標準化技術をシステ
ム基盤に採用し、情報共有に柔軟に対応できる環境を
提供する、次世代オートメーション・システムです。従来
DCSの機能や信頼性を確保しつつ、IT化に必須となる、
情報系と運転制御系の融合を実現します。フルオープ
ンなアーキテクチャを生かし、製造現場の情報を経営の
意思決定にリアルタイムに結びつけ、生産環境の変化
に迅速に対応します。

生産管理部
美祢工場　製造課
嶋村 誠氏

日本ユピカ株式会社 美祢工場

多品種の樹脂生産をDCSと
製造管理パッケージにより柔軟にサポート
美祢工場の5つの反応釜にIndustrial-DEOを導入。BatchSuiteやPREXIONを
効果的に使用しながら品質の高い多品種生産を実現しています。

Vol.2

BatchSuiteで製作した運転
手順（プロシージャ）をそのま
ま印字したものが、運転仕様
書として標準化されている

PREXIONで取 得し
た製造データを利用
し報告書などを作成

若手社員の教育にも力
を入れている美祢工場
で は、Industrial-DEO
のエンジニアリングも積
極的に行っている

生産管理部
美祢工場　品質環境課
井上 篤氏

※ DCS:Distributed Control System（分散形制御システム）
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かなり前にかかっていた歯医者さんが、いずれ親
知らずが虫歯で欠けてしまった他の歯の治療に
役立つ日が来るから…と虫歯になっても抜かず
に治療をしてくれていました。ところがそんな
日はなかなか訪れず、ちょうど1年前に2本あった
親知らずを他の歯医者さんで抜いてしまいまし
た。今回の特集で前の歯医者さんが言っていた
親知らずの有効利用の日が来るのも遠くないの
では？と感じました。抜いてしまった親知らず
…もったいなかったかも。　　　　　　（akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年11月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。

　脊椎をもつ魚類・両生類・爬虫類・鳥類・哺乳類はほとんどが歯
を持っていて、それぞれの動物の歯は本数や形、生え方が違うので、
動物を分類するときなどの目安になる。歯の形は、何を食べるかと
深くかかわっていて肉食動物の歯はすべての歯が鋭くとがってい
て、肉を裂いたり骨をかみ砕いたりできるようになっている。草食
動物の歯は平らになっていて、草をすりつぶすことができ、人など雑
食の動物の歯は、平たい前歯と臼のような臼歯と両方を持っている。
ちなみに、脊椎動物だが、鳥類、カメ、クジラの一部は歯がない。

【ごみを食べて動く車 ごみパクカー】
■栗原 さくらさん
■誠信幼稚園（広島県福山市）
ガソリンのいらない、ごみを食べて動く車です。
みんながこの車に乗れば、町はもちろん、山や
川、行くとこ、行くとこ、きれいになります。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
29回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

動 物によって違う歯

歯の数は42本。ペットとして飼われているイヌには歯周病がある。重症に
なると、食欲がなくなったり、細菌によって感染症をおこして心臓疾患を併
発したりする。イヌは自分で歯をみがくことができないため、歯みがきは飼
い主の役目。

200本以上の同じ形をした歯がある。歯は生えかわらず、生まれる前後に歯
が生えてその歯が一生使われる。

鋭い歯がたくさんあり何度も生え変わる。しかも歯のうしろに予備の歯が
ひかえていて、獲物をとるときにこぼれ落ちてもすぐに予備の歯がベルトコ
ンベアー式に前に出てくる。

歯の数は約40本。大きな口の中にばらばらにしか生えていない。大きな犬
歯があり、しかもこの犬歯は髪の毛と同じように一生伸び続ける。

歯のある歯クジラと、歯のないヒゲクジラがいる。歯クジラの歯の数は不規
則。歯クジラの仲間であるイッカクの長く伸びている１本の角は、切歯が変
形したもの。

 イヌ

 イルカ

 クジラ

 サメ

カバ

人
に
や
さ
し
い

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.10

1986年入社、入社以来20年システ
ム製品の開発、主にヒューマン・マシ
ン・インタフェース機能の開発に従
事。Harmonas開発には開発当初
から参画し、2006年4月からマーケ
ティング部門に異動しHarmonasを
含めたシステム製品の商品企画に
参画。「Harmonasは“人との協調”
をコンセプトの一つとして開発され
10年が経ちましたが、“人を中心とし
た”azbil理念とは通じるものがあり、
親近感を感じます」

石原�弘司
ソリューションマーケティング部 ２グループ

※1　Windowsは、Microsoft Corporationの米国その他の国における登録商標です。
※2　CoSEE：Cooperative and coherent system engineering environment

　

製
造
設
備
の
効
率
的
な
制
御
に
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
果
た
し
た
役
割
は

大
き
い
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
少
々
乱

暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
設
備
や
工
場
を

自
分
の
思
い
通
り
に
動
か
す
こ
と
。
主
役

は
あ
く
ま
で
も
人
だ
。

　

H
arm

onas
TM

や
そ
の
上
位
シ
ス
テ
ム
で

あ
るIndustrial-D

EO
TM

登
場
以
前
の
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
高
度
な
専
門

知
識
や
高
価
な
専
用
マ
シ
ン
が
必
要
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、H

arm
onas

は
オ
フ
ィ
ス
で
使

わ
れ
て
い
たW

indow
s

※
１

　

やEthernet

と

い
う
オ
ー
プ
ン
な
技
術
を
取
り
込
み
、
導
入

の
し
や
す
さ
、
操
作
の
し
や
す
さ
、
そ
し

て
拡
張
の
し
や
す
さ
な
ど
、
常
に
時
代
や

人
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
進
化
し
た
。
汎
用

マ
シ
ン
を
活
用
し
、
操
作
性
の
よ
い

H
arm

onas

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
現
場

に
数
多
く
導
入
さ
れ
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
も
、一
度
導
入
し
たH

arm
onas

は
い
つ
で
も
最
新
の
シ
ス
テ
ム
に
更
新
で
き

る
継
続
性
と
互
換
性
を
備
え
て
い
る
。

H
arm

onas

に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

牧
野
は
「H

arm
onas

が
な
か
っ
た
ら
日

本
の
生
産
現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
２

〜
３
年
は
遅
れ
て
い
た
」
と
自
負
す
る
。

　

初
期
の
開
発
か
らH

arm
onas

を
担

当
、
現
在
は
責
任
者
と
し
て
、
次
世
代
の

商
品
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
石
原
が
強

調
す
る
の
は
「
人
に
や
さ
し
い
」
シ
ス
テ
ム
。

ま
す
ま
す
高
度
化
、
複
雑
化
す
る
生
産
設

備
を
安
全
に
し
か
も
最
適
に
運
転
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
使
い
や
す
さ
が
必
要
だ

か
ら
だ
。

　

そ
の
使
い
や
す
さ
の
鍵
を
握
る
の
が
シ
ス

テ
ム
と
人
を
つ
な
ぐ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー

ル
。
機
能
設
計
ツ
ー
ル
の
R
T
C
（R

eal 
Tim

e C
oS

E
E

※
２

　

）
は
シ
ス
テ
ム
設
計
を

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
行
え
る
の
で
、
制
御
が
視

覚
的
に
な
る
。「
現
場
に
お
い
て
、
今
の
状

態
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
る
と
好
評

で
す
」
と
開
発
を
担
当
す
る
木
村
。

　

製
品
開
発
期
間
の
多
く
は
、
絶
対
的

な
信
頼
性
を
検
証
す
る
た
め
に
費
や
さ
れ

る
。
そ
の
信
頼
性
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
開
発

の
羽
場
が
担
う
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
３
重
化

C
P
U
に
よ
る
並
列
冗
長
方
式
を
標
準

で
採
用
、
こ
れ
に
よ
り
無
瞬
停
・
無
瞬
断

を
実
現
。
事
実
上
“
切
替
”
と
い
う
概
念

が
な
く
な
っ
た
。
石
油
、
化
学
な
ど
の
絶

対
に
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
プ
ラ
ン

ト
の
安
全
操
業
を
支
え
て
い
る
。

　

各
分
野
の
開
発
を
ト
ー

タ
ル
に
見
て
い
る
の
が
平
川
。

「
機
能
強
化
を
追
求
し
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
し
か

も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上
を
目
指

し
ま
す
」。開
発
メ
ン
バ
ー
は

「
人
に
や
さ
し
い
」
の
実

現
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
ベ
ク

ト
ル
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　

石
原
が
ス
タ
ッ
フ
を
代
表
し
て
抱
負
を

語
る
。「
商
品
名
に
込
め
た
思
い
の
通
り
、

人
と
の
協
調
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
お
客
さ

ま
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る

こ
と
で
、
や
さ
し
さ
は
実
現
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

Harmonas
（ハーモナス）

1992年入社、入社時「FAコント
ローラ開発に従事。その後マーケ
ティング部門に異動し、1999年以
来、Harmonasなどのシステム製品
の商品企画、営業支援を担当してい
ます。「“人を中心とした”という理念
には、“人への温かみ”というイメージ
を受けます。“人”に“温かい”を提供
できる商品をたくさん世に出したいで
すね」

牧野�豊
ソリューションマーケティング部 ２グループ

1989年入社、テクニカルアシスタン
スセンターでフィールドサポート、サー
ビス開発部でサービス商品の開発
に携わった後、ソフトウエアの開発を
行う開発部へ異動しHarmonas開
発に、１年前から開発マネジャーとし
て従事。「人と自動化の協調を目指
したHarmonasシステムをもっと人に
優しいazbilなシステムに、発展させ
たいと思います」

平川�博宣
ソリューション開発部 ２グループ

1992年入社、入社当時はTDCS
（現APS）のコントローラ開発チー
ムに 所 属。Harmonas誕 生 時 に
Harmonas用コントローラのソフトウ
エア開発を担当。その後も各制御
システムでのコントローラのソフトウエ
ア開発を継続。「安心してしかも快
適に使っていただけるような製品づく
りをこれからも続けていきたいと思っ
ています」

羽場�照芳
ソリューション開発部 １グループ

1991年入社、入社当時はTDCS
（現APS）のユニバーサル・ステー
ション開発チームに所属。
その後、DCSに関わるツール開発
に携わり、現在は各制御システムの
エンジニアリングツールであるRTC
の開発を担当。「“人を中心とした、
人にやさしい”エンジニアリングツール
として、まだまだ発展が必要であり、
開発を続けていきます」

木村�公一郎
エンジニアリング本部
ソリューション技術部 ２グループ

▶ Harmonasの開 発に携
わったアドバンスオート
メーションカンパニーの
面々。写真左より、木村、
平川、石原、羽場、牧野

お詫びと訂正
９月号の表紙の言葉（15P）に間違いがありました。
ここに訂正してお詫び申し上げます。

【誤】
■若鶴 朋美さん
■広島県広島市皆実小学校３年生

【正】
■若鶴 朋実さん
■広島県広島市立皆実小学校３年生

Nov.2007　14 15　Nov.2007
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□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

四
国
山
脈
を
背
景
に
南
は
太
平

洋
に
面
す
る
人
口
約
32
万
人
の
高

知
市
。
陸
路
で
は
他
県
に
行
く
の

に
時
間
が
か
か
り
、他
の
地
域
か
ら

遮
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
独
立

国
」の
風
土
が
濃
く
見
ら
れ
る
。
か

つ
て
は
鬼
国
と
呼
ば
れ
、都
か
ら
遠

く
離
れ
た
遠
流
の
地
だ
っ
た
。
し
か

し
、山
内
一
豊
の
入
国
以
来
、政
治
・

文
化
・
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展

し
、幕
末
・
明
治
期
に
は
、坂
本
龍

馬
や
板
垣
退
助
な
ど
偉
人
を
多
く

輩
出
し
た
。
土
佐
出
身
の
偉
人
に

共
通
す
る
の
が
「
い
ご
っ
そ
う
」。

　
「
い
ご
っ
そ
う
」と
は
土
佐
弁
で

頑
固
で
気
骨
の
あ
る
男
性
の
こ
と
。

高
知
の
男
性
は
昔
か
ら
こ
う
呼
ば
れ

た
。
議
論
好
き
で
、強
情
で
へ
理
屈

や
権
威
に
屈
せ
ず
、妥
協
し
な
い
。

県
内
は
山
が
ち
で
、小
渓
谷
が
多

く
、交
通
が
極
め
て
不
便
だ
っ
た
た

め
、地
域
ご
と
の
結
束
が
強
い
。
そ

れ
が
「
い
ご
っ
そ
う
」を
作
る
素
地

と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
一
方
、女

性
は
お
て
ん
ば
を
表
す
「
は
ち
き

ん
」と
い
わ
れ
る
。
ハ
キ
ハ
キ
し
て
い

て
、行
動
力
が
あ
り
、気
っ
ぷ
が
い
い
。

男
女
と
も
に
非
常
に
郷
土
意
識
が

強
く
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
が
高
い
と

か
。

　
「
陸
の
孤
島
」と
称
さ
れ
る
ほ

ど
長
年
に
わ
た
り
陸
路
交
通
が
不

便
な
土
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、商

業
は
県
域
で
循
環
す
る
性
格
が
強

い
。
そ
れ
が
街
路
市
。
街
路
市
は
、

3
0
0
年
前
の
元
禄
3
年
に
は
既

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、月
曜
日
以
外

は
年
中
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

開
か
れ
て
い
る
。
特
に
日
曜
市
は
街

路
の
両
側
に
、野
菜
、日
用
品
な
ど

が
1
km
も
並
ぶ
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
だ
。
店
先
に
並
ん
で
い
る
の
は
高

知
市
近
郊
の
農
家
の
人
た
ち
が
持

ち
寄
っ
た
農
作
物
や
お
寿
司
や
お
餅

な
ど
、手
作
り
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。

こ
う
し
た
街
路
市
は
日
曜
日
の
他

に
、火
曜
、水
曜
、木
曜
、金
曜
、土

曜
の
週
５
日
市
内
の
ど
こ
か
で
開
か

れ
て
い
る
。
今
も
こ
こ
は
「
土
佐
弁
」

が
飛
び
交
う
最
も
土
佐
ら
し
い
場

所
で
、「
い
ご
っ
そ
う
」や
「
は
ち
き

ん
」が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
る
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

高　知

azbilの拠点がある街を紹介します。

「
い
ご
っ
そ
う
」
と
「
は
ち
き
ん
」

郷
土
意
識
の
強
さ
を
誇
る
街

azbilは山武グループのシンボルマークです

本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
森

林
認

証
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。


